
     

今
回
の
「
氾
濫
」
は
お
題
の
な
い
自
由
出

品
。
元
々
こ
の
企
画
は
各
自
の
作
品
の
寄
せ

集
め
だ
っ
た
の
で
、
あ
る
意
味
原
点
回
帰
で

す
が
、
神
無
一
族
か
ら
の
登
場
は
太
郎
氏
お

一
人
。
こ
の
点
は
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。 

〔
ル
ー
ル
説
明
〕 

【I
s
a
r
d
a
m

】
（
タ
イ
プ
Ａ
） 

同
種
の
敵
駒
の
利
き
に
入
る
手
は
禁
手
。 

・
こ
の
禁
則
は
王
手
に
も
適
用
さ
れ
る 

・
成
駒
と
生
駒
は
別
種
の
駒
と
み
な
す 

【
ば
か
自
殺
ス
テ
イ
ル
メ
イ
ト
】 

先
後
協
力
し
て
最
短
手
数
で
攻
方
を
ス
テ

イ
ル
メ
イ
ト
（
王
手
は
掛
か
っ
て
い
な
い

が
合
法
手
の
な
い
状
態
）
に
す
る
。 

【
安
東
西
】 

味
方
の
駒
が
横
に
い
る
と
そ
の
駒
の
利
き

に
な
る
。 

・
複
数
の
駒
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
ら
の
利

き
を
合
成
し
た
利
き
に
な
る 

・
行
き
所
の
な
い
駒
の
概
念
は
な
い 

【
強
欲
】 

駒
を
取
る
手
を
優
先
し
て
着
手
を
選
ぶ
。 

【
キ
ル
ケ
】 

駒
が
取
ら
れ
る
と
最
も
近
い
将
棋
で
の
指

し
始
め
位
置
に
戻
さ
れ
る
。 

・
成
駒
は
生
駒
に
な
っ
て
戻
る 

・
戻
り
位
置
が
埋
ま
っ
て
い
た
り
、
二
歩
や

行
き
所
の
無
い
駒
に
な
っ
た
り
す
る
場
合

は
戻
れ
ず
持
駒
に
な
る 

〔
例
題
１
〕
神
無
太
郎 

I
s
a
r
d
a
m

ば
か
詰 

７
手 

持
駒 

金
香 

 

29
金
、
17
玉
、
19
香
、
18
飛
、
同
香
、 

16
香
、
27
飛
迄
７
手 

６
手
目

16
香
がI

s
a
r
d
a
m

独
特
の
受
け
。

玉
を
取
る
の
は
香
が
香
の
利
き
に
入
る
禁
手

な
の
で
す
。
最
終
手
27
飛
に
対
し
同
玉
は
香

が
香
の
利
き
に
入
る
禁
手
。
従
っ
て
こ
れ
で

詰
み
で
す
。

27
飛
の
代
わ
り
に

28
金
で
は

26
金
で
不
詰
。
４
手
目
の
合
駒
が
飛
に
限
定

さ
れ
る
の
も
同
様
の
理
由
で
す
が
、
こ
れ
は

各
自
ご
研
究
を
お
願
い
し
ま
す
。 

〔
例
題
２
〕
神
無
太
郎 

安
東
西
ば
か
自
殺
ス
テ
イ
ル
メ
イ
ト 

８
手 

持
駒 

桂
桂 

 

26
桂
、
23
玉
、
24
桂
、
32
玉
、
14
桂
、 

33
玉
、
22
桂
上
生
、
34
玉
迄
８
手 

桂
香
の
利
き
を
変
化
さ
せ
て
玉
を
追
い
、

最
後
に
桂
が
香
の
よ
う
に
動
い
て
も
う
１
枚

の
桂
の
行
先
を
塞
ぎ
ま
す
。
こ
の
ル
ー
ル
で

は
２
段
目
に
桂
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で
す
。 

 

Isardamばか詰 7手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

金 香 

玉

安東西ばか自殺ステイルメイト 8手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

香

桂2

玉

第
39
回 

神
無
一
族
の
氾
濫 

担
当 

神
無
七
郎 



 
 

懸
賞 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

▼
締
切
12
月
末
日
。
呈
賞
５
名
。
解
答
は
編

集
部
ま
た
は
左
記
の
ア
ド
レ
ス
へ 

E
-
m
a
i
l
:
j
a
n
a
c
e
k
7
8
9
@
y
b
b
.
n
e
.
j
p
 

▼
評
価
点
不
要
。
短
評
歓
迎
。
１
題
の
正
解

で
も
呈
賞
の
対
象
と
な
る
の
で
解
け
た

分
だ
け
で
も
解
答
を
送
っ
て
下
さ
い
。 

▼
④
⑤
は
受
方
持
駒
制
限
に
ご
注
意
を
。 

②神無太郎 

 

④橘圭伍 

 

⑤荻絵香木 

 

①花井秀隆 

 

③たくぼん 

 


